
1.HRO-自動的にハイフネーションする

英文清書システム

京都大学数理解析研究所 中島玲二
Reiji Nakajima

一つの論文を完成させるまて、には． チ着きの原稿勺､ら始まって， う°レフ｡リント，

投網， 直読とｲI;正の操'ﾉ返しはつきもので､ある． 大初な論文て"あ4L IJ'､ある13と" こ
の期間回艮くすリヮ､ちて-ふら〃 特l< 'l葡報学め分野て"シス子ム關発をともなう研死
て"は論文")内容もシステムの進化|くらせて発展的I<変わる． ある 1， 1．タイプ，して
も5 " I< と／〈んl<大々的に書き変え『〈くな．て タイヒ・スト l<嫌ゎ小『く り， 投稿直
後|<謀j) E発見していらいらし i< ') ,否〃,｡絶えない． 更際の斬托よ り論文の製
作'〈＊<の時閉を費す二 とt,めずらしくない．
ところりf－8f外， 壕箔の動蒲する獅虎所の計算機,；更新さ触て享態､ 14－気,く好

転し『〈 ¥の後の論文作'） ｜ ， 茄究室のC,RT。､らEMACS のェぅなｲ更刺なエディ
タて"恩.いつく部分を好き＃時l<入力し 追加や緬集も眉､う ヨユ (く て"きる』う ，<な

うr<、 才蓄3の原稿を書く仙卑, 全く職くな，↑くし， スペノレを検出するプ.ロ7"ラ
ムや煮蓄ブ，ログ"ラムRUNOFF睦剰用して， 筆だの厨寵ｸ"ルーフ･ 1<よる論文やマ
ニュア)し作りは飛躍的(<効率化ざ伽r〈．

論文の検討や勝正IJ タイプ・され， 清書されて‘､ない原稿の上て"はなワ､底り{恩､う
ように|”､と"らないもめて-ある ’､〈て直読渚の擦運な注文もあゴ リ気K宮らば

くh､ ？ 「く し， ま I<普段ﾜ､ ら論文を才もとで腹めて好きな｢さ･けいじくれるので－，投
掲し r<のちに『ごう書'γば"』り､ フ r<』 とく」〈』後博する二とも減．｢<， 」ぃ印
字品噴のタイアライタ も購入して’隼整， r<・､ l<見えr< f7ぐ，昨卸l<なう て国際学

会のPr,oceedin3用の論文と作る こ と l<&､ ’て閣題りぐ生じた〃

災丈清書プ･ロク"ラム RUNOFF

の』ぃ解説記争!コ
ラム篭用いると

一畜困ろ') 11ハイ

喝入ら§､いこと l<する．

卜で清書て…きて大変便利

とて"ある． 清書ｲ ''て、見て

〔1〕

ほど

7矛

l<あるのて“ こ こ て､. 1J

人と"ｨを竜.のフォーマ

ーシヲンが不可能な

RUNOFF

どのフ・ログ

であるが． ，

みよう．
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図1 RUNOFFの清著出7例(1)
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m2RUNOFFの出力〃I (2)

「も端ぞろぇ｣なし

いす'4'tr)錫合も 1打の泉さ ’ゴ、文字と してある. (1) 1コ怖の治端そろえの命令の
↓とに蒲著してある． お漱'ゴ 17'lKな， てし単諾と単誇の間1ﾕ沢Jｨの霞白・ぐとら
れ， 見苦しい. (2) IJた端そろえの命今を除1 ,7<籍果て"，治端仇見にくさ 'ゴ明ら
'､ て"〃,ろ このような現象, 箪診の長さ・坪均して大き くなればり､ろほど起りや

すい． う・レフ. !ノントやマニュア'レなら我慢する勺時， 国際学会のProcee"r'''ゴの_1 '
に投稿論文｡§莞の圭王写真印刷ざルしる場合IJ大いに気1くなる．

HRO

そごで漢語の辞興を内蔵して， 自動的にハイフネーシヲンレてく紅らjうなフ‘
ログ"ラムを跨粟しにたつ"ヅてHRO (tlyPAenin9EMnQff) RUNOFFの清署機
能て-よく用いられ論文作成|〈 !‘占牢と層､われらも‘> '3ほど人と￥恥!)入4'( r< / HRO
によると上場の英欠は次のよう ，くなら．
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図3. HROの清蓄出力例

当然のこ とと して HROの設計て" (』次の京､ |<特l<留懲し「〈 ．

(1) イ更斗' |であるこ と （なら（<ユーザ"の手間を'クく し,便1 ,万を‘|奪えやす↓ 、 二と）
(2) 早！、 二 と （ 『纈功切り '。来週簡勺､ら， 明日にも進達2"発送しなくて ,ゴならな

‘､-1 ,蒲著して 'ま検討し，腸正して '』ま I<清書と ‘ 、 うｲ稲葉の能率を上!↑"｢くい ）
(3)筆箔がびと ‘) て-作成し ， 保守で･､ rらご と （ぅ過問以内に完成する 三 と－－
れ,1HROの作成を層､ぃ立フ r崎の嘱蒟の郡令である' )

@) KUNOFFのユーサ"を奪えるこ と （しrくり<f -,て痛書命今なと"新しく憶えなおす
I(j辱のも､いよう ｜<設計し「く， ）
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辞導の生成

HRO I可論え煮懲時にハイヲニンク、の!シ等b、趣るこ 当鍼の単瀦の考沸晴娠を

辞弊て．調べるりぐ， も し内威の辞壌にぞの単誇が､見つからない錫合はインタラク請
う･にユーザ、に芽わる。誇騨hぐ犬さい上箪誇ｵ累索に時)旬を骨し/，菊省IJ"<なる勺､､、
不完全な鉾轄,ユュ- t7､を煩せるこ こにな合． ゼ ミ て･>Xのよう通す式哲芳えf言。

』､人前勺､ら務准L淀
，AT鋳襲．算禍

DAT辞婆

吸い上げ

|側"鉾壊’
hrO3db

轌汐クク諺

図4， 嶺初の算煽の箆戒時のDAT辞粋の生成

(@{J osTbFs-20のヲ・ロンフ･ 卜信号，
どの噸､、上|イて" 、論吏圷IP 1 り､＄

/67+-“3＝ ﾉﾉ/莞の単誇’ぐDATI<

穆録きれに下線の都介りぐユーザ･函
入力て｡ある.i

@hrogdb

563WORDS INDATFILE
67WORD IN ADDFILE

ENTER INPUTFILE： TFIP1

1674WORDS IN NEWDATFILE

＠

hro9dID と 、、 うう°ロ7･ラム|ユヂ' ↑スク ・ フィイルの葦褐論文で使用されている軍
需を全都,ベースの鍔轄て･あるHASで.調べ， ￥の者櫛'晴娠五DATに書き込む．

1 フの論萸の総単需敬f4000諾と ( -r， 埴のうち相異なる単語の数13/jp'莞程震

て．ある。 （ 裏滞'副長きざ以下の短り､い津需'エハイフ ニ ン7"の河'泉上 1副 Lな、､ り､今，
DATlt溌録され3単誇の教,｡ずっ と/ｹなし､ . ) 可なわちDATI3索稿に現わ爪る単
濡電ぢよ りと･全都含むこ こになう ． （同種類の論丈を2フル･ムエ書く こき， 1度庄
成さホf<DATIJ2度ｲ史えろ，､も綻vれひ､､。 どの煽合hしO3db IZDAT")j広張の派
y)に便わ爪るごとになる｡ )

DATに加えう脊蓄時に(証 （論えの修正のた〆に薪蓄(ｺｲ可麓も縁'ﾉ返され6｡)ADD
と,､ うw"k弄轄も用し、 られら．論文,コイ水ぞ‘小特殊な野ﾉ如月諾や造語を用いる．
ゴ狼狩7'lの語榊薩化て･rlAS勺､ らの収し､上げだけて｡ (．十分にカバ－て"ざない津鐸も
あ'1 75. (後途のよ うに通常の誇荊凝化に河〔てイコ十分な対応がとられる.)
ユのような箪舜（r<ヨrご可行の釆尼↓ﾐさて音節楕報初ぐ嘩彩仁なると， HROI副ユー
ザ､に即,丁看求y)る． 兇の入力締累(JADD鋳甥へﾌ､水ら . (DATと同瀧， ADDb7
て､､ lて洞准可るものを拡張してい'丁ろ｡) AUX蕎婆(．当面使い￥ う もない特然諾の
フーミ溜妨のようなヒ ミらで， HRO laADDにもDATにも凡つ，、今ない単語を （ユー
ャr､やぐ彪斤､7ると） ミ ミて．螺72 ともでさる。
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ｽグ

I ノ
'3､5 Mrk用辞典

/4DDIX1論丈~r'揚々30程度の単諾ですC・ /4DD中のほとんと"の単諾は涛
殊用語でその音静,情報は”全く令割なし ’′ （単諺全体が’音節）である｡ 4pp/､
のユーヴ"の入カバ負担にならな‘ ！よう 1足浮力し狼。 その例を見てみ､こう．

@hro

1632WORDS INDATFILE

36WORDS INADDFILE

HYPHEN RUNOFFSYSTEM

>pp

ENTER INPUTFILE:IFIP1

ENTER PARTITIONFOR indicateS

in dicates

OK？：n

ENTER PARTITIONFOR indicates

indi cates

OK？：y
REGISTER： indicates？：n

MODIFY indicatesTOREGISTER？

ENTERAWORD: indicates

NODIFY （25） ？：n

ENTER PARTITIONFORenhance56

ENTER AWORD: enhance

> IJHROのう・ロンフ･卜である。

:25e

eは分割,卜青報の慾ツ孟示.斑

rl ＝no
:24 e

y=yesｙ

ir,dicafesの代りにindicatet
ADDに登録した．

er'l,a,,Ice56の昔怖,府報はenl,d楓Ce
上同じ､であることをSで北示丁る．

Ｓ
’

enhance56

0K？型
REGISTER： enhance56 ？：y

24PAGES

＞end

＠
図6 ．脅節情祇の入力

MTとADDは当該論文のチキズト ． ファイルとともに保持本れ敬継的に論文釈

亮成してその方イルバ泊さ肌ろまで，論文ととも(罵進化拡大する． （もし途＊で論

文（大巾に修正さ爪るこ上献あl/(I｡′ ArO9o(4によるMAS"､らDATへの坂し ‘上
I7"t新プミにするとよい｡ ）論文龍成役， 次の同種の論文請看の衣めに係符するか′
'ケ〈 ともADDIユ′1UXにマーブしてみ､<.

DATとADJは撚噂最'l ,限の単詫を今Lので処錘鋳問ヒユーヴ､､の寺間の鮠‘グに成

功し丁§ 。各単語にフ＆ ,て青節情報(ｴ独典(ﾐ将狂寸る力、ら このす式（可能だ（／

第22回プログラミング

シンポジウム1981． 14



自然言諾処塞のよ うに， 1フの卑語の念珠”里解するの{て （その虎猫に幽てこn．
い）他の隼誇の乞味br､ '随専l<なる場合'ユこの限'ノでない，
侍-竣(§おITる単諾の探索に{よハラュ法とバイナリー ・ サーチ陸併ﾉ才} Lて効率化

に努めすこ． ま｢こ DATtADDを別々に聯索すると時間b,無黙り･ので，清書時' ≦ (エ同
じテープ"ルにおさめ， タ"ンﾌﾟ了る こさに別齢する二とIこしrこ・

ハイフネーシヨン

血亨の鉾引上同様にMASは副詞(-ly)，名詞の複数形(-s),規則動詞の過去形
(-e4), 提在介詞(一ir'3)｣ま含弐なl l . ユーサ､力1､ これらをいち↓1ち尋ねられ族らrく
まら厚い、 そこで例え(ﾕ“肌｡jificatio''Is の者節情報I。n''oJificatio伽のそれ"､らと

いうよ うに単語の原形を類推する 二とを自動的にしてほしい。 このｲ士争を清箸時

|<行う 上処痩f遅くするので， MAS力､らDATに眼! ’上げ､るときに行う こ とにしr冒．

l,r℃9』4は菜める単語でMASに鼠あγくらないもの（， 一s，－e』,一i'''3,－meSS/
-lyで終る湯合は， 子の誇尾変化前の原形を類施して/ MAS で採寸． もし見フ
カ､ l/tぱ， その音節情報力､ら璽化締の昔沸を生成してDATに登鋒了ろ。 この際

reaJ－→reapli '''1, re9ister-→r､e3istereJのように規則的な場合'ェ塔易だ､が， u(!‐
versitン一→unitersities, r℃fer-→referredのよう厄､特殊な吻合t7吋､ てこな7
のには筈坊欲為っγこ・

行の右端吃そろえる

/’イブネーションバ可能涙､力、らと毎行バハイフンで経って'ユ見苦しLI｡ そこで、

ある種の美的糸過化（'虻零になる． 王ずほ倉の単語を佳鴦の者箭で区吻るわけで

|ユない． 例えば便さ5 jx上の卑語のみを対曝とし ， し'一 ヒハイ フンの前汰l文字
の場合は避1丁る。

ハイブネーンョンなしで右端そろえ（可能|ミ 7J, る確立を高くする rこめに， 梱|御
用文字%t1fl! ' る. %ｶ ､ ､／一ス ・ テキストに現れるとHRO IJ二ル/(を空白に7

るかまたIJ殿視了う 力、，全く 目由に選択で3る． この自由/夏を利|利して， 杉端そ
ろえ（可能な限り ， ハィフネーションI．なるべく回避ぎれろ。 先(。丈の鍵リ （.の

直綾)， ， の直膜，教式の前植など空白（1 つでも2つでも見(工､えに影響しな↓ !湯

前に入ﾙt-ておく。 ，'も%%上続'↑てもよい． この湯合o≦)''≦3の空白に'碇わる．
ハイフネーラョ ンをしても，行の右端|こ余白力1避l7ら牡な1 1場合も庭‘） うろ．
そこで単諾上単詫の間は龍畠zつの塞白にまで広Ifてもよ↓ '二とにずる｡ 1行の
単語上単誇の間力､r全部2フの空白｜こなるわ'丁で(よない力、ら，行の左端力､らかげて
( ’ 〈のと行の右端b,ら応' "るのを交互にすることにしr§， 丁もな↓！ と各行の↑さ ' ’

従｛ ’同じ位置に空白洲うぐ介布して，今伜の紙面ｶﾐ割爪ﾐような印象Z与え-る危

険紙､ある （図？参照､ ）．

もし吹上の弥篭27べて用いても右端そろえ斌､成エカしない場合'｡， 右端の空白
ｩ、,綴も'し･噂､ ↓ ‘状篭でが､壷んする。 この上うり､場合は1行50諾以上の場合，起る

確率ば非常に低く， 大寺通数式状ある場合に限ら"(る．
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HR0の清署機能

HROの清書の命令ゼツトはRUNO下Fによく似ている。 （少くともサブ"セッ

トて．ある。 ）例で紹介しぷ う、

REIJI NAKAJIMAet al

THE IOTAPROGRAMMING

35 .LN 10 ･SP 1 ・RM60

Ｌ
Ｒ
Ｓ

Ｔ
Ｔ
Ｐ

●
●
●

SYSTEM

･PN

図'7． 大戯命令の例

これらの命令(ユソーフ°テキストの初めに定義し， 変更さればいかさ"リテキスト

全体を制御する. (RUNOFF と違ﾚ､，合う今､は行の先頭,こ来る“弊,ま画く ， テキス
ト と混ってもよい。 ） 命令'1すべて 6－の形である．

・TL1さ奇数ページのランニン7" ・ヘッド， 、TRIま偶数ページのランニング． へ

"ノドノ .PS IJ1 /､f-ジの行数ノ .LM(レフト･マージン） ．尺M(ライト,マージン）
.SP(スペーシン7"), ･RNはﾊP－ジを庖肩に印刷する。
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れににげ空白行を作る。 杵は空白に置き換わる。 .FN2は次の丈て" .EFヨでを2
行のプット ・ ノート とする。

フ叉に上の子寿ストに対する出力を易ょク。
〆
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図9. HROの出力

HROI<あってRUNOFFに画l lの|ゴよく国際学会の予縞でl随零になる1へf－ジ2列

(積2段組み）の乃一マットのための清書モード .DOUBLEである。

$'l御用文字として， $ ( 7ズにくる単語と単語の間は（行末でないかぎり)丁震1

つの空白とする。 ！ （ 〉kの文'子をそのまま印字する)， ＃（空白とする）， ＆（次
の文'字'こア〉タ"－ライン2付けら）， ％(前遮のとう 'ﾉ ） 力wある。

あと力1,＄

HROIJDECSYSTEM20の上にLIsP{ユタ大のLISPに蒙箔の研究ク"ルーフ°ハ､LISP

エデイヲ PLET[2]，デバツフ，横進化の派めの函猿を追加し根もの｝で書[ !γﾆ。 汁’
Versio肌は筆港1人で3週間(Roc, rFIPに出し丁亘蓼落ウ’ミよる論文IJこれで清署

しに． こめときはまだ左端ぞろ【の樵鰻'ユなb$ つ7こ｡）で完成し正. EMACSなど便

利なヴホ｡ー卜 上使1 ，ぞすいOs を用l lるとう｡ロブ"ラミンフ･（効率化ざオLる こ 上を
島認識し丁乏。
その綾HROの機熊は拡張ざれ今日に至ってl lろ． 日本諺の文-章作りにも同上’
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』 ）な環籟"W,ほしいものである。

垂

HROのMAS舞瑛{.三崎堂の＝一コンサイス賛嘆に基っ"く， これは編港の使々木蓮

向， 三者堂獄式会九土，瀧'大学ｴ学部の侯,毛放J受，迄井助敵度のご．好倉によ ）可能上
奴った． またI司辞典の作成(ま教握解析獅究f｢T枚官の鈴木恵子像|≦お世話にFっ族。
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